






































仕事となったのが、学会誌に掲載された « Sur l’honneur chez Camus－nouvelle valeur 
























ご承知のように『最初の人間』は、1960 年 1 月 4 日に交通事故死したカミュが鞄の









究会で得、待ちかまえるようになりました。1994 年 4 月 13 日、ついに出版されま
































れらをまとめる形で、1997 年 10 月に『アルベール・カミュの遺稿 Le Premier Homme
研究』と題する博士論文を提出し、1999 年 2 月、同論文を駿河台出版社より上梓い
たしました。 









発表いたしました（« Le Premier Homme : le processus d’élaboration »ならびに






Camus 20, Lettres Modernes Minard, 2004)。運のいいことが、さらに重なりました。『ア
ルベール・カミュ』は、カミュ研究者なら誰でも必ず目を通す雑誌なのですが、『最
初の人間』の形成過程に関する論考が、2008 年に出た新プレイヤッド版の『最初の






























































































































したがいまして、パスカルの言う « divertissement »（「気晴らし」）はあえて肯定
的に捉え、それを忘れず生きていくつもりですし、今夜の懇親会は今から楽しみに
しています。 
ご静聴、ありがとうございました。 
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